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章:マ ネ ジ メ ン ト ・ス タ ン ダ ー ド

節:プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

2.1プ ロジ ェ ク ト・マ ネ ジ メ ン ト

この 節 は、ACS社 の プ ロジ ェク トの マ ネ ジ メ ン トの概 様 で あ る。

各 種 プ ロ ジェ ク トの タ イプが 述べ られ 、 プ ロジ ェク トの 選択 と認 定、 プ

ロ ジェク トの計 画 お よび プ ロジ ェク ト ・コン トロ ール の た めの 標 準が 与

え られ る。

2.1.1プ ロジ ェク トの タ イプ

デ ー タ処理 プ ロ ジェ ク トの タ イ プ を広 義 に分 類 し、 説明 す る。

プ ロジ ェク トの タ イ プ を、定 義 す る とい う より もむ しろ説 明 す る 目

的 は 、 通 常 必 要 とされ る資源 の一 般 的な 性 格 とか 、 関連 の ある量 と

か を伝 達 す る、 弾 力性 の あ る、 しか し特 殊 な手 段 を提供 す る こ とで

ある。AC8社 の プ ロジ ェク トは次 の4つ の範 疇 に 分類 され て い る。

一 フ ィ ジ ビリテ ィ ・ス タデ ィ ・プ ロジ ェク ト

一 一開発 プ ロジ ェク ト

ー メ ンテ ナ ンス ・プ ロジ ェク ト

一 一ソフ ト ・ウ エ ア ・プ ロ ジ ェク ト

1.フ ィ ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィ ・プ ロジ ェク ト

フ ィ ジ ビ リテ ィ ・スタデ ィ ・プ ロジ ェク トはACS社 の経 営 者

に新 しいデ ー タ処 理 サ ー ビス又 は情 報 を提供す る とい うこ とにっ

い て、 そ の 現 実 性 と可能 性 を確定 す る た めに 実 施 され る。

目的 は 予測 さ れ る結果 を測 定 可能 な 言葉 で、 明 確 に述 べ なけ れ ば

な らな い 。

フ ィ ジ ビ リテ ィの 説 明 で、 各 プ ロジ ェク トに必 須 で あ る必 要な完

成 基 準 が記 され る。必 要 な主 要資源 は シ ステ ム ・ア ナ リス トの ス

キル とACS社 の資 源 の 能 力 につ い て の詳細 な知 識 で あ る。
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2.開 発 プ ロジ ェク ト

開 発 プ ロジ ェク トは新 しい デ ータ処理 シス テ ム 又 は現 存 システ

ム に 対 す る 主 要な 修正 を計 画 し、 設 計 し、 プ ロ グ ラム し、 導入

す る とい うこと を特 徴 とす る 。

一般 的 には あ る開 発 プ ロジ ェク トが く¶長期"か 又 はCCts期"か を

区別 す る こ とに よっ て 時間 的 な考 慮 を行 う。

3.メ ンテ ナ ンス ・プ ロ ジェク ト

メンテ ナ ンス ・プ ロジ ェク トはACS社 に よって これ まで 開発

され た現 存 シス テ ムの 精 度 を上げ、 修 正 す る た め に実 行 され る。

この プ ロジ ェク トに は次 の 様 な活動 を含 む。

一 編集

一 付 加

一 削 除

一 更 新

一 改 正

一 順 序 の変更

4.ソ フ ト ・ウエ ア ・プ ロジ ェク ト

ソフ ト.ウ エ ア ・プ ロジ ェク トは 主 に コ ン ピュー タ ・プ ログ ラ

ムお よび コ ン ピュ ー タ ・メー カ ーに よ り提供 さ れ る シス テ ム ・プ

ログ ラム(例 え ば 、 ア ッセ ン ブ ラー、 コ ンパ イ ラ ー、 モニ タ ー、

二ー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ム)の メ ンテ ナス に関連 を もつ、 ソフ

ト ・ウ エ ア ・プ ロジ ェク ドは 新 しい プ ログ ラ ム の開発 又は ア プ リ

ケー シ ョン ・プ ロ グ ラマ ーに汎 用性 を もつ シス テ ム ・プ ログ ラム

を含 む か も知 れ な い 。

2.1.2プ ロジ ェク トの選 択 と認定

プ ロジ ェク トの選 択 と認定 の プ ロセス が 、 効 果 的 な プ ロ ジェク ト

・マ ネ ジ メン トの基 礎 で あ る。
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プ ロ ジ ェク トの選 択 と認定 の活 動 の調 整 はDPサ ー ビス部 長 の責 任

で ある。 先ず 第1に 要請 を 検討 し、 プ ロジ ェク トの監査 証 跡 を確 立

す る こ とがEDPサ ー ビス 部長 の 仕 事 で ある。 次 の 事柄 を確認 す る

た め に事前 分析 を行 う。

一 一要請の 完 全 性

一 要請 はDPサ ー ビス部 に よ
っ て達 成 され うるか 否か

一 コ ン トロ ール 番 号 を割 り当て る ため の 要請 の性 格

この時 点 でそ の 要請 を拒 否 す るか受理 す る かの 決定 が なさ れ る。

も し拒 否す るの な らば、 要請 部 門へ の 回答 を完 成 し、拒 否 す る充 分

な理 由 を示 す。 要請 部 門 の長 とDPサ ー ビス部 長 との 意 見が 一 致 し

ない場 合 はsACSグ ル ープの 財務 お よび監 理 担 当 副社 長 に よる裁

決 に任 され る。

も し要請 が 受理 され た な らば、 次 に はそ の 夢請 を、 標 準 的 なプ ロジ

ェク トの 要請 と して 処理 す るか、 又 は直 ちに 要請 に答 え る優 先 度

の 高 い 要請 と し て 処 理 す る か を 評 価す る。ACS社 の 現在 割 り

当て られ て い る資源 とい う条 件 で、 予定 通 り完成す る可 能性 が妥 当

な ものか 否 か を決定 す る ため に、 要請 につ い ての事 前 分 析 をす る。

そ して、 プ ロジ ェク トの 開始 日が 決 ま る。

完成 日に何 らか の変 更 が あ る場 合 には 、 要請部 門の 応 答 中 にそ の 変

更 と事 前分 析 の結 果 が 含 ま れ る(さ もなけ れ ば、 最 初 に 要請 され た

完 成 日が 要請 部 門 の応 答 中、 変 更 さ れ ない ま ま にな る)最 後 に そ の

プ ロ ジ ェク トは プ ロ ジ ェク ト ・リ ーダ ーの 選 出 を もっ て 開始 され る。

2.1.3プ ロ ジェ ク ト計 画

最 初 の プ ロジェ ク ト活 動 は プ ロ ジェ ク ト ・リ一夕㌧ に よる プ ロ ジ

ェク ト計 画 の作 成 で あ る。

プ ロジ ェク ト計 画 は 次の 項 目か らな る。

一 プ ロ ジェク トの タ スク の 確 認

一3一

一一___一_____________」



一 資 源 と時 間の 見 積 り

一 プ ロ ジ ェク ト ・ス ケ ジュ ール の作 成

一 プ ロ ジ
ェク トのチ ェ ック ポ イ ン トの 選択

一 プ ロ ジ ェク ト ・タス クへ の任命

A.プ ロ ジェク ト ・タ スクの 確 認

プ ロ ジ ェク トの 目的 を達 成 す るた め に実 施 され ね ば な らな い タ

ス ク を確 認す る こ とが プ ロジ ェク ト計 画 の最 初 の活 動 で ある。

全 て のデ ー タ処 理 プ ロ ジ ェク トの 標 準 的 な タス ク を確定 す る こ と

は この 活動 を簡素 化 す る。 これ らの タ ス クの リス トは表2.1.Aに

示 さ れ て い る。

プ ロジ ェク ト ・リ一夕㌧ は 与 え られ た プ ロ ジ ェク トに どの標 準 タ

ス クが 適 用 出来 るか 確定 す る。 確定 され た各標 準 タ ス クのた め の

サ ブ ・タス ク の詳 細 な リス トを作 成す る。

この詳 細 な サ ブ ・タス ク の リス トは プ ロジ ェク ト実 施 に必 要 なス

キル 、 装置 、 時 間 の各 要件 を設定 す るた め の基 礎 を提 供 す る。

B.資 源k・ よび時 間 の見 積 リ

プ ロ ジ ェク ト完 成 の ため の 資源 と時 間 の 必 要条 件 を見 積 るこ と

が 計 画 の第2の 活 動 で あ る。 確認 され た 各 プ ロ ジェク ト ・タス ク

に対 し次 の ような見 積 りが 出来 る。

一 必 要な 要員 お よび装 置 の数 とタ イ プ

_各 タ ス ク を実 施す るた め の1人 当 りの労 働 日で見 積 っ た時 間

一 プ ログ ラムの組 み 合せ 又 は 編集 、 プ ログ ラ ム ・テ ス ト、 お よ

び システ ム ・テ ス トの た め に必 要な コ ン ピュ ー タ時間

見積 りの ため の ガ イ ドライ ンは 下記 の 通 り

1.シ ステ ム ・タス ク の た め の時 間 を見 積 る こ と

a.次 の事 項 を考慮 しなが ら現 在 の プ ロジ ェク トを類 似 した過

去 の プ ロジ ェク トと比較 す る こ と。
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一 シ ステ ムの 範 囲 と複雑 性

_シ ステ ム ・ア ナ リス トに よ り実 施 され る機 能 の タイ プ と

複雑性

b.過 去 の プ ロ ジ ェク トで シス テ ム ・タス ク を完 成 す るの に 要

した 時間 と資源 を注 目す る こ と

c.現 在 と過 去 の プ ロ ジェ ク ト間 の相 違 に注 目す る こ と

d.注 目さ れ る相 違 点 に応 じて、 過 去 の 時 間 拾 よび 資 源の必 要

条 件 を調 整 す る こ とに よ り、 新 しい シス テ ム ・タス クの 見積

りを作成 す る こ と

e.プ ロジェク ト ・計 画 フ ォ ー ム(表2.1.B)に 基 ず いて見 積

りを記録 す る こと

2.プ ログ ラ ミングの タ ス ク の時 間 を見 積 る こ と

a.所 与 の プ ログ ラムの 大 きさ と複雑 性 に対 して プ ロ グラ ミン

グ の タ スク を完 成 す るの に必 要 な時間 量 につ い ての 導入標 準

を設 定 す る こと、 これ らの標 準 は書 かれ た各 プ ログ ラムの 大

きさ、 複雑 さの格 付 け、 各 プ ロ ジ ェク ト ・タス ク に費や され

た時 間 に関 し、 一 定期 間 にわ た って記 録 して お くこ とに よっ

て 開発 され るか も知 れ ない

b.プ ログ ラムの 大 きさ は、 次 の こ とを考 慮 に見積 る

一 実 行 さ れ る機 能 の 数

一 各機 能 を実行 す るの に必 要な命 令 の順 序 の タ イ プ

_使 用 され るプ ログ ラ ミング言 語 の タ イプ

c.プ ログ ラムの 複雑 性 は、 次 の こ とを考 慮 に見 積 る

一 プ ログ ラムに よっ て 管理 され る フ ァイル の数

一 必 要な計 算 の長 さ と複雑 さ

一 合 計の コ ーデ ィ ング に対す る 論理 コ ー デ ィ ング の割 合

一 オ ブ ジェク ト ・プ ログ ラム の 有効 性 の 要件
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d.大 きさ と複 雑 さ の見 積 りを導 入 標準 に照 らして適 用 す る こ

とに よっ て プ ログ ラ ミング ・タス ク の時 間 の見 積 りを作 成 す

る こ と。

e.プ ロ ジェク ト ・計画 フ ォ ーム に基 ず い て 見積 りを記 録 す る

こ と。

3.コ ン ピュ ータ時 間 の 必 要条 件 の見 積 り

a,所 与 の 大 きさ と複雑 さ の プ ログ ラム を コ ンパ イ ル しsテ ス

トす る の に必 要な コ ン ピュ ータ時 間 の 量 に対 す る導入 標 準 を

設定 す る こ と。

これ らの標 準 は 、 コ ンパ イル数 、 テ ス トの実 施数 、 プ ログ ラ

ム の大 きさ お よび 複 雑 さ の格 付 け に関連 しての コ ン ピュ ータ

使 用 時 間 につ い て 、 一 定 期 間 に わ たっ て記 録 してお くこ とに

よっ て 開発 され るか も知 れ ない 。

b.大 きさ と複 雑 性 を導 入 標 準 に照 して適 用す る こ とに よって 、

コン ピュ ータ の必 要時 間 の 見積 りを作成 す る こ と。

c.プ ロ ジ ェ グ ト 計 画 フ ナ ーム に基 ず いて 見積 りを記 録す る

こ と

C。 プ ロジェク ト ・ス ケ ジ ュ ールの作 成

プ ロ ジェク ト ・ス ケ ジ ュ ールの作 成 が プ ロ ジ ェ ク ト計 画 の第

3の 活動 で あ る。

ス ケ ジ ュ ー リ ングは プ ロジ ェ ク ト ・タ スク の完 成 目標 日の設 定 を

含 む。 目標 日は次 の 項 目の=考慮 に基 ず く

一 当 プ ロジ ェク トの計 画 され た 開始 お よび完 成 日

一 当 プ ロ ジ ェク ト ・タ ス ク に必 要な1人 当 り労 働 日で計 算 した

見 積 り、

一 要請 部 門 を参 加 させ て の チ ェ ック ポ イ ン トの検 討 と承 認

一 要員お よび装 置 の 資源 の 利 用 可能 性
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一 当 プ ロ ジ ェク トに割 り合 て られ た優 先順 位

プ ロ ジ ェク ト ・ス ケ ジ ュ ール を記 録 す るた め に ガ ン ト ・チ ャ ー ト

又 はPERTチ ャ ー トを使 うべ きで あ る。PERTチ ャ ー トは特

に プ ロジ ェク ト内 の タ ス ク の相互 関係 をえが くの に役立 つ。

PERTの 利 用 は 又重 要な タス ク(す なわ ち その 間違 い が全 て の

ス ケ ジュ ール に 影 響す る よ うな タ スク)を 明確 にす るの に も役 立

つo

D.プ ロ ジェ ク トの チ ェ ック ・ポ イ ン トの選 択

プ ロジ ェク ト計 画 の第4の 活動 は 、 プ ロ ジェク トの チ ェック ・

ポ イ ン トを選 択 す る こ とで あ る。 プ ロ ジ ェク ト ・チ ェ ック ・ポ イ

ン トの 目的 は プ ロジ ェク ト ・タス トの 作業 の公 式 の 検討 と評 価 を

す る ため に一 定 の時 間 を提 供す る こ とで ある。チェック ・ ポイ ン ト

は、 あ るプ ロ ジェク ト内で 、 作 業 の引 き渡 しが 起 る各点(例 え ば

シ ステ ムの 仕 様 書 を プ ログ ラ ミン グへ 引 き渡 す点 、 プ ロ グ ラム を

オペ レ ーシ ョン に引 き渡 す 点)に 拾 い て設定 され るべ きで あ る。

標 準 タ ス ク を各 々完 成す る こ とが 又、 プ ロジ ェク トの チ ェ ック ポ

イ ン トを あ らわ す。(標 準 プ ロ ジェク ト ・タス ク ・チ ェ ック ポ イ

ン トを見 よ表2.1.A)。 重 要 な タ スク の ため の事 前活 動 の 開始 後

付 加 的 な チ ェ ック ポイ ン トが 、一 定 の 時 間間 隔 で設 定 され るか

も知 れ ない。

E.プ ロ ジェク ト ・タ ス クの任 命

プ ロ ジェク ト計 画 の 最 終 活 動 は 、各 プ ロジ ェク ト ・タ スク に 要

員 を 任命 す る こ とで あ る。 利 用 可能 な 要員 か らあ る要務 員 を選 択

す る に は次 の事 項 を考 慮 す る。

一 そ の タス ク分 野 で の経 験 の深 さ と長 さ

一 その タス ク に適 用 出来 る学 術知 識 の評 価

プ ロ ジェク トの 任命 活 動 の ガ イ ドライ ンは次頁 の通 り

一7一



1.標 準 タ スク とサ ブ ・タ ス ク を実 施す るの に必 要 なス キル を確

定 す る こ と。 ス キ ルは技 術的 な もの 、分 析 的 な もの 、調査 的

なもの、意 思 措通 的 な もの と して分 類 され る・

2.標 準 タ ス ク を実 施 す るの に 必 要な ス キ ル を明 らか にす る ため

に使 われ る もの と同 じ分類 基 準 と使 っ て 、全 て の技 術お よび

監理要員のスキル の 在 庫 を作 成 す る こ と。

3.プ ロジ ェク トの 任務 に とっ て利 用 可能 な 要員 の スキ ル を、 プ

ロジ ェ ク ト ・タ ス クの ス キル の必 要条 件 と比較 せ よ。

4.プ ロ ジェ ク ト ・タス クの 任務 の た め 要員 の最 上 の組 み 合せ を

選択 せ よ。

2.1.4プ ロ ジェク ト ・コ ン トロ ール

プ ロ ジ ェク ト ・コン トロ ール は、 プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メン トの

主 要機 能 で あ り、 次 の項 目を 含む。

プ ロ ジェ ク トの進 捗 測 定

プ ロ ジ ェク トの 業 績評 価

必 要な 場合 に は訂 正 行為 をす る こ と

プ ロ ジ ェク ト ・コ ン トロ ール の有 効 性 は本 来 プ ロ ジ ェク ト ・ス タ ン

ダ ー ドの質 い か ん に よる。 プ ロ ジェ ク トの 計 画 とス ケ ジ ュール 用・

プ ロジ ェク ト.タ ス ク の業 績 用 、 お よび プ ロ ジェク トの進捗 と業 績 報

告 用 の 標 準が 設 定 され なば な らない 。

標 準 の フ ォ ニム と手 続 きが プ ロ ジェクトの進 捗 を報告 す るた め に使 わ

れ るだ ろ う。全 ての プ ロ ジェ ク ト要員 はプ ロ ジ ェク ト ・タスク に費

や され る時間 を 報告 す る ため 時間 シ ー トを作 成 し、 月 曜 日ごと にプ

ロ ジ ェク ト.り 一夕㌧ に提 出 しな け れ ば な らな い。(表2.1.Cを 見

よ)、 全 ての プ ロジ ェク ト ・リーダ ーは プ ロ ジ ェク ト状況 報告 を作

成 し、 水 曜 日 ご とに シ ステ ム ・プ ログ ラ ミン グ部長 に提 出 しなけ れ

ば な らない。(表2.1.Dを 見 よ)。
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プ ロ ジ ェク トの進 捗 は 、時 間 シ ー トと状況 報 告 に提 示 され る、

プ ロ ジ ェク ト報 告情 報 を、 本 来 の プ ロジ ェク ト時 間 の見 積 り諭 よ

び プ ロ ジ ェク ト ・ス ケ ジ ュ ール と比 較 す るこ とに よっ て測 定 さ れ

る。 プ ロ ジ ェク ト進 捗 の 付加 的測 定 は、 事前 に設 定 され た各 々の

チ ェ ック ・ポ イ ン トにお け るプ ロジェ ク ト ・タス クの状 況 を 検討

す る こ とで ある。 も しプ ロジ ェク トの 進 捗が 満 足 し うる もの で な

け れ ば、 プ ロジ ェク ト ・リー ダ ーは訂正 行為 を と らなけ れ ば な ら

な い 。次 の ような事 柄 をい くつ か行 うこ とに よっ て、 不充 分 な 進

捗 は 克服 され るか も知 れ ない

一 間違 い が 生 じ た プ ロ ジ ェク ト ・タスク の 分 野 に 要員 を追 加

す る。

一 超 過勤 務 を活 用す る

一 コ ン ピ ュ ータの 使 用 時間 を長 くす る

プ ロ ジ ェク トの 業 績 の評 価 に は システ ム ・プ ログ ラ ミング、 テ ス

トに関 す る プ ロジ ェ ク トの ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンを 検討 す る こ と

も含 む 。 一

これ らの成 果 が この マニ ュア ルの 別 の ところ で提 示 さ れた ドキ ュ

メ ンテ ー シ ョン ・ス タ ンダ ー ドに照 して測 定 さ れ る。 も しプ ロ ジ

ェク トの 業 績が 満 足 で な い な らば、 次 の 活動 の うちの1つ を行 う

べ きで あ る。

一一 改 正 と再 提 出を行 わせ る た めの特 別 の批判 を添えて、不満 足 な

成果 を発 生 部 門 に送 り返 す こ と

一 プ ロ ジ ェク ト ・タ スク に新 しい 要員 を任 命す る こ と
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